
【主催・問合せ】 八頭町観光協会 （営業時間9:15～18:00)
〒680-0461 鳥取県八頭郡八頭町郡家648-6 郡家駅コミュニティ施設「ぷらっとぴあ・やず」内
TEL：0858-72-6007 E-mail: yazukanko@sage.ocn.ne.jp

共催：成田山青龍寺

成田山青龍寺

成田山青龍寺

風鈴 まつ り

も
う
ひ
と
つ
の
白
兎
伝
説
の
地
で

こ
れ
ま
で
の
半
年
に
感
謝
し

残
り
の
半
年
の
平
穏
を
祈
る
。

期間限定
季節のご朱印を授与します

涼やかな音色が響く風鈴まつり。
短冊に願いを込め風鈴棚に奉納します。

福本白兎神社

風鈴奉納料：500円
受付時間：9:00～16:00 
※住職不在時はご容赦ください。

福本白兎神社・成田山青龍寺では
夏詣期間中御朱印に季節の印を押印します。
※福本白兎神社の御朱印は八頭町観光協会窓口で受付します。

八頭町観光協会HP「やずナビ」
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もうひとつの白兎伝説

『八頭の白兎伝説』
～慈住寺記録・城光寺縁起より～

その昔この地に天照大神が降臨され、

しばらく留まられたいと行宮 (仮の宮 )を

建てる地を探していたところ、一匹の兎が

現れ天照大神の道しるべをしたという

伝説が八頭町には伝わっています。

兎は天照大神の衣の裾をくわえ、中山から

尾根づたいに霊石山の広い窪地のふたつの

石があるところ (伊勢ヶ平 ) へ誘い、

姿を消しました。天照大神はそこへ行宮を

営み暫く留まられた後、霊石山にある

大きな石の上(御子石)に冠を残して現在の

氷ノ山を越え元伊勢の方に去って行かれた

とのことです。

『夏詣』とは一年の折り返しとなる７月１日から初詣のように寺社にお参りに行き、
これまでの半年に感謝し残りの半年の平穏を祈る近年全国的に広まりつつある風習です。
古事記の「因幡の白兎」とは異なる「もうひとつの白兎伝説」が伝わる鳥取県・八頭町。
令和6年の夏詣はこの八頭の白兎伝説ゆかりの二つの寺社をめぐる「うさぎ参り」で
残り半年の平穏を祈ってはいかがでしょうか。

鳥取県

岡山県

兵庫県島根県

うさぎの夏詣とは

【鳥取県八頭町郡家駅へのアクセス】

大阪から 車で約2時間40分
特急で2時間10分

姫路から 車で約1時間45分
広島から 車で約4時間

鳥取駅から 車で約20分
JR因美線で約15分

鳥取砂丘コナン空港から
車で約30分
連絡バス20分+JR因美線で約15分

川辺の道MAP

八頭の白兎伝説を訪ねる
ウォーキング＆サイクリングコース

『川辺の道』
ウォーキングまたは自転車で夏詣。
夏は涼しい早朝がオススメです。
マップは八頭町観光協会で配布、
またHPよりダウンロードできます。

う さ ぎ参 り

1.郡家駅ぷらっとぴあ・やず

2.福本白兎神社

3.成田山青龍寺

4.郡家駅ぷらっとぴあ・やず

本堂内に江戸時代の福本白兎

神社社殿を安置しているうさ

ぎゆかりのお寺。社殿には

「波うさぎ」の彫り物があり、

お寺の古文書「城光寺縁起」

に八頭の白兎伝説が記載され

ています。

私都川沿いにポツンと佇む

福本白兎神社へ。

主祭神で導きの神である

白兎大明神にお参り。

２階の「八頭の白兎伝説」
ミニミュージアムで伝説を
予習してからお参りに出発。

風鈴祭り開催

7/20～8/31
期間限定御朱印あり

うさぎ参りの後は郡家駅ぷらっと

ぴあ・やずのうさぎスポット

「うさぎテラス」へ。
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